
 

 

 

 

 

 

明日は、待ちに待った運動会です。今年は、雨が多く外での練習も昨年に比

べると少なかったように思います。それでも、「運動会練習に行ってきます」

と保健室から練習に向かう児童をみて、１学期からの成長を感じました。運動

会当日に、頑張っている姿を見るのが楽しみです。 

 

 

１０月の保健目標は「目を大切にしよう」です。４月に実施した視力検査では、学年が上がるほど、視

力が落ちている児童が多くいました。視力が落ちると、自分の力では元に戻すことができません。タブレ

ットやスマートフォン、テレビなどから出ている「ブルーライト」は視力低下の原因の１つです。電子機

器は時間を決めて、自分で自分の目を守れるよう、保健指導で伝えていきます。ご家庭でも、平井っ子家

庭ルールの活用等、引き続きご協力をお願いいたします。 
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９月１５日と１７日に、３年生へ「からだの境界線（バウンダリー）」について授業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バウンダリーの大きさや、人によって心地よいと感じる距離はちがうこと、自分の「いやだ」「やめてほ

しい」を大切にすること、自分と周りの人のバウンダリーを大切にすることの３つを伝えました。３年生は、

１年生から、「プライベートゾーン」「おへそのひみつ」と、自分のからだを大切にすることを学んできまし

た。今回のバウンダリーも、自分を守るうえでとても大切なものです。１・２・４・５・６年生も、ぜひ、

ご家庭で「バウンダリー」について話し合ってみてください。 

 

       からだの境界線（バウンダリー）        

バウンダリーには、「境界」「区切り」という意味があります。 

目に見えない、自分だけの大切な空間 

 

バウンダリー 
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